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　これまで日本の多くの企業組織では、安定的な社会を前提にして、長期継続的な雇用関係をベースに置き

ながら、個人のキャリアの方向性を決めそれを主導してきたといえます。しかし、人口構造の変化、経済の

グローバル化、産業構造の変化、急速な技術の変化など、多岐にわたる社会環境の構造的な変動の下で、組

織主導のキャリア開発をこれまでのような形で進めることは難しくなってきました。さらに、働く個人にお

いても、性別や年齢、国籍といった属性的な側面だけでなく、ライフスタイルや価値観が多様化し、働くこ

とに求めるものの個別性が大きくなってきており、組織は、こうした側面からも人材マネジメントのあり方

に変容を迫られています。

　近年の女性や高齢者の活躍を進める政策を受け、こうした人材を生かす取組みを「ダイバーシティ（多様

性）経営」としてより積極的に推進し、人材の多様性を企業価値につなげようとする動きが活発化してきて

います。多様性を重視する組織においては、働く人の多様な発想・意見や個別事情と向き合うことが必要に

なります。

　一方で、こうした変化は、働く個人側に対して対応の必要性を求めることになります。自分の生き方を組

織に委ねるような姿勢では、自分のキャリアを前向きに展開することは難しくなっていくでしょう。組織が

主導するキャリア開発から、個人が自律的に自身のキャリアに向き合う必要性が高まっており、個人もこう

した社会の変化を理解することが必要です。

　2017年度の大会テーマは「多様な生き方へ　働く人と組織を支える」です。画一性を前提に一律的な人

材活用の仕組みが、組織の発展につながってきたこれまでの社会モデルから、多様性を受け入れるモデルに

変革が求められているわけですが、そこで個人は、企業は、どのような対応が求められるのでしょうか。

「多様性」と「自律性」をキーワードにして、両者の新しい関係について考えてみたいと思います。
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